
淡路島のセンチコガネ

付：兵庫県下センチコガネ類の分布

（兵庫県甲虫相資料・71）

高橋寿郎
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日本のセンチコガネ科は2!111科,3m,6種が知られ，世界からは約500種知られている。（

中根,1970)。

兵IIli県卜には2!lli科,2",3繩を産する。この内センチコガネ属(Geotrupes)は日

5"l!II側を雄し兵l'liuill､.に2剛分布する。

淡路脇に厳するセンチコガネは日本のセンチコガネの内での西日本型の中の淡路島型集団と
特徴ある咽であるとされている。（水野,1964)全日本産の標本を所有しているわけでも
ので比較出来ないが，少なくとも兵庫県ド各地産との比較はある程度出来るのでその点に就い
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尚本報文を充災するに､吊り洲本市先山，曲田山産のセンチコガネ標本を御恵与頂きました堀田●
久氏にl'ylく組l礼lllしあげる。

岐近は通蹄が舗装され,n励単や耕転機の発達普及に伴って役牛馬の飼養が急速に減少して兵庫
県下における標本の染収が困難になって充分な材料を使用出来なかったことは残念である。糞虫類一

もこの調j皇でゆくと珍稀繩になってゆくか

絶滅する地域も多くなるような気がする。
’
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兵嘩県におけるセンチコガネ。.オオセンチコガネの分布
叉…オオセンチコガネ○…センチコガネ
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センチコカネ6父I己器神ノj!li!ZI'li区lllの街産(24-X-1978)
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一

センチコガネ6交尾器津名郡岩屋産（26－Ⅳ－1959）

オオセンチコガネGeotrupesauratusMotschulsky,1857の方は残念なが

ら淡路島に雄しない，否兵llli県下でも割合産地が限られているようである。

オオセンチコガネはLI本（北海道，本州，四国，九州),千島，済州島，朝鮮，東シベリヤに分

布している。水野氏によるとカモシカ，シカ，イノシシのような獣類の集団が比較的よく保存され
てきた地区などに分介jがﾙｫ限され各地城集団が互いに隔離されている傾向が強いと述べておられる

(1964)｡

兵庫県下でオオセンチコガネの産地として知られている所は次のとおりである。川西市内。神戸

市内？飾磨郡雪彦lll・神崎郡大II1村，笠形山。多可郡三谷，三国岳，千力峯。朝来郡山東町遠坂峠。

相生市三鯉lll。水上郡神楽，篠ケ峯，葛野，芦田。出石郡神美村。城崎郡神鍋山。養父郡妙見山。

この内神ﾉ｣.'ij内における記録に就いて一､t述べておく。古くはHeydenによるHiogo

（現ｲfの神ノi'1j,隣ﾉllより四の地）の記録がある(1879),当時のHiogoは全く未開

の地であったから本極がいたかもしれない。

関公・氏はい御影町附近巌の昆虫目録〃の中で記録しているが詳しいデーターが無い(193

3)｡収録範囲が摩耶111,大甲山も含むとあるからその点可成り広範囲の意味があるのでどの辺の

産か一､j.不明。たざ|可氏による翌年発表された蝋大阪・神戸附近の舎亀子虫(1934)の中で

はキンイロセンチコガネなる和名の下に蝋箕面に極めて普通に産する〃とあって神戸での記録は無
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淡路島産蜂類覚え書（Ⅳ）

2繩を追加しておく。稀の同定は名古屋市の名城大付属高校の山田晴昭氏にお願いしたもので

|司氏に厚くお礼申し上げる。採集者のH.Tobiは筆者の実弟登日英樹、T・Naraは奈良

隆史イ採集のもので、筆者採集のものを含めて標本は山田氏が保管されている。尚、カオプセン

バチは淡路未記録穂である。

1

2．

Ectemnius(Hypocrabro)schlettereri(Kohl)イワタギングチバチ

Mt・Hasekura－san，1？,27．Ⅷ、1973(H.Tobi);Mt・Mikuma-yama,

lg,4.m.1976(T・Nara)

Psen(Psen)aurifronsTsunekiカオプセンバチ

Mt.Senzan,16,8.n.1974(K.Tobi);Mt.Mikuma-yama,16,

26．Ⅶ、1976(T.Nara)

（登日邦明）
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